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１ はじめに 

  チャにおけるカイガラムシ類は、幼虫と雌成虫が樹液を吸汁することで加害

し、発生が多い場合は樹勢の衰えや枯死を引き起こす害虫とされている。 

  埼玉県では、2004 年頃からカイガラムシ類の発生が目立つようになり、2005

年にはクワシロカイガラムシ、2006 年にはチャノマルカイガラムシによる茶株

の枯死が発生した。現在ではこれらのカイガラムシ対策として薬剤防除や抵抗

性品種の作付けが行われている。 

 

２ 被害発生と推定される害虫について 

（１）枯死症状の発生 

  2022 年 5 月、現地ほ場にて茶株の一部の葉が落葉し、枯死している被害が確

認された（図 1）。さらに落葉している場所やその周辺の枝には、茶色または白

色の細長いカイガラムシが多数寄生していた（図 2)。 

  同年 9 月には、茶業研究所内のほ場でも、同様な被害が確認された。被害株

の枝には、細長いカイガラムシが多数寄生しているのが見られ、さらに高密度

に発生しているところでは葉の縁や表面への寄生も確認された（図 3）。 

  両ほ場で確認された細長いカイガラムシは形態的特徴より、ナシシロナガカ

イガラムシであると考えられた。 

 

（２）ナシシロナガカイガラムシとは 

  多様な植物に寄生する害虫であり、雌成虫は長さ 3 ㎜程度の細長い介殻をも

つ。1 月現在では大型な褐色の介殻は空のことが多く、白色で小さな介殻の下

で、薄紫色の幼虫が越冬している様子が観察できる（図 4）。 

  県内での発生は以前から確認されていたが、過去に坪枯れ症状が発生するほ

どの事例はほぼないと思われる。全国の茶園に広範囲で分布はしているが、近

年の被害は少なく、静岡県の茶園で昭和 20～30 年代に大発生した記録が残され

ている。 

 

３ 最後に 

   当所では今後、発生状況や防除対策、生態について調査・研究を実施する予

定である。現時点において、坪枯れ症状や同様なカイガラムシの寄生が確認で

きた場合、対処法としてカイガラムシ類に登録のある薬剤散布が有効と考えら

れる。発生が疑わしい場合などは茶業研究所までご相談いただきたい。 
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 図 1 枯死症状（5 月撮影）            図 2 枝に寄生したカイガラムシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3 葉の縁や表面に寄生している様子      図４ 枝に寄生したカイガラムシ（拡大図） 

 

葉や枝に見られる類似した害虫の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 クワシロカイガラムシ（雄まゆ） 

図 7 チャノマルカイガラムシ 

図 6 ツノロウムシ 

図 8 ヒサカキワタフキコナジラミ 


